
＜資料３＞

県民等の皆様からの意見について

○とくしま環境県民会議総会（平成２５年６月１１日（火 ））
アンケート調査を実施

＜自由意見＞
・雇用を生み出す、活力ある県を目指す基本計画の策定が好ましい。企業との共同計画

も重要となる。
・持続的発展と社会問題解決の両立を目指した計画。
・環境を守ることは、不便な事を県民にお願いすることになりますよね。丁寧な意見の

取り上げと継続が可能な施策を策定いただくようお願いいたします。

○徳島県環境基本計画シンポジウム（平成２５年７月２９日（月 ））
アンケート調査、パネルディスカッション、会場との意見交換を実施

＜アンケート調査結果＞

＜パネルディスカッション・会場との意見交換・アンケート自由意見＞
（環境教育関係）
・使い捨てにしない文化づくりためには教育が必要。
・親が率先してが子どもに教える、また子どもから教えられるといった家族環境を作れ

るような施策を打っていただきたい。
・県の計画も同じく、大切な事は県民と事業者が一体となって環境美化に努める以外に

１．今後５年間で、徳島県が重点的に取り組むべきと考えられる環境分野について、３つまで○印をつけてください。

選択肢内容 人数 回答割合

1 環境教育・環境学習の推進　　　 17 44.7%

2 省エネ型社会へのライフスタイルの転換 13 34.2%

3 太陽光発電等の自然エネルギーの導入促進 11 28.9%

4 家庭ごみなど廃棄物の削減・リサイクルの推進 10 26.3%

5 廃棄物の不法投棄の撲滅　　　 9 23.7%

6 森林等身近な自然環境の保全 7 18.4%

7 希少な野生生物の保護、外来種対策 7 18.4%

8 災害時の環境影響の把握や災害廃棄物処理対策 7 18.4%

9 吉野川等の自然環境をはじめとした環境資源のＰＲ 6 15.8%

10 水環境の保全 4 10.5%

11 潮流・洋上風力等、本県が持つ豊富な海洋自然エネルギーの活用 4 10.5%

12 県民・事業者等連携による環境保全活動推進　 4 10.5%

13 騒音・振動・悪臭の防止 2 5.3%

14 レアメタル等のリサイクル推進による資源の確保 2 5.3%

15 大気環境の保全　　　 1 2.6%

16 その他 1 2.6%

17 土壌・地盤環境の保全 0 0.0%

18 特になし 0 0.0%

計 105 38人中



ない。環境資源としての利用と不法投棄の撲滅、その監視が重要である。県民の意識
の向上以外に計画倒れとなる。何事も教育が大事。まず大人が見本を示して。

・市民が実践できる教育等が重要と思う。

（自然環境関係）
・正しい森のあり方、野生動物との関係、など、県民の認識を深めていきたい。
・徳島県の特徴を考えるうえで、穴吹川などを郷土の宝として残せるようなことを考え

ていかなければならないと思う。

（自然エネルギー関係）
・再生可能エネルギーに関して他県にはない積極的な姿勢を打ち出してほしい。
・エネルギーを自由に買ったり、売ったりできる、得する楽しい制度ができれば良いと

思う。
・潮流、小型風力等の設置可能な場所の情報等の公開。
・太陽光発電などの自然エネルギーに対する補助が他県より弱いと思います。

（ライフスタイル関係）
・エコ＝節約とすれば、苦しいが、楽しんでやってもらえれば良い。いろいろな立場・

角度から全体的に良い方向に進めば良いと考えている。
・江戸時代にかえって節約するのではなくて、質素であるけれども家族団らんが

本当の豊かさでないかと思います。そういった視点を環境基本計画の中に入れたらど
うかと思います。

（策定手法関係）
・関西経済圏を巻き込んだ議論を踏まえた計画、県民の関心のある環境基本計画を作り

あげるよう望んでいます。
・具体的な形で県民がわかる形で進めてほしい。
・県民に広くわかりやすい形での情報提供。
・各分野での個別計画が整備された中で、環境基本計画の役割を十分検討する必要があ

る。総合的な環境の保全・創造。地域の特性を踏まえた環境施策。
・策定の前に現計画の評価をしっかり行い、前例踏襲だけは、あるいは国の計画そのま

まは避けて頂きたい。

（その他の意見）
・全国的な取り組みが必要。
・徳島県環境施策を推進する為の予算が少なすぎる。少しでも多くの予算獲得に期待し

ています。
・徳島独自性をもった計画の策定。地球温暖化対策への対応。
・わかりやすい表現で書いてほしい。
・今一度、郷土の良さを再認識してもらう機会を考えるのは、基本計画を大きく支える

うえで重要である。
・官、民（地域）共同の実際的な取り組みを積極的に期待する。


